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８月１日のウクライナ情報 

安斎育郎 

●アメリカがロシアをテロ支援国家に指定する動き（2022年 7月 27日） 
https://youtu.be/s9lmBXHzZdk 

上院では賛成 99、反対 1だったが、反対 1は共和党のランド・ポール議員だった。 

 
 ※安斎注：共和党でも自由主義寄りのランド・ポール議員は個人の権利やプライバシー重視を訴えており、共和党

が主導する医療保険制度改革法（通称オバマケア、Obamacare）の代替法案の採決でも反対票を投じました。ウク

ライナは同議員を「ロシアのプロパガンダ」ブラックリストに入れました。 

 

●セベロドネツク住民の地下室生活（2022年 7月 29日） 
 ウクライナ軍は自分たちが爆撃しておいてロシア軍のせいにする。常套手段ですね。 

https://youtu.be/066XpjW6lco 

 

●あのヴィクトリア・ヌーランドが来日（2022年 7月 25日） 

 

 ※安斎注：言葉は便利で、危うい。ヌーランドは同じようにしてウクライナにアメリカの傀儡政権を作ったのだろう。 

 

●アゾフ捕虜が重要証言━大統領命令でロシア人捕虜の拷問動画（2022年 7月 30

日） 
https://twitter.com/Jano661/status/1553040501544468481?t=7J1-

89H6ClTgE9q89lwuWA&s=09 

 ※安斎注：ゼレンスキー大統領は役者だったこともあって「映像」の効果を重視したようですが、このロシア兵拷問

映像だけは逆効果だったようです。どうも、フェーク映像をやたらに垂れ流して「悪魔のロシア像」を作る作戦に凝り

固まっているのは、大統領自身が「人々をその気にさせるにはやらせ映像でも改竄映像でも何でもいい」と考えてい

る節がありますが、ウクライナの元社会党のリーダーで、最高議会議員のイリャ・キヴァ氏が、「誰も理解しようとしな

https://youtu.be/s9lmBXHzZdk
https://youtu.be/066XpjW6lco
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いが、今のウクライナ政府は脚本家とビデオ編集者で構成されているんだ」と述べたことを思い出します。 

 

●ロシアによるドンバス再建の動き（2022年 7月 30日） 
https://twitter.com/morpheus7701/status/1553126402173857792/photo/1 

 現在ロシアの 30以上の地域がすでに DNR（ドネツク人民共和国）と LNR（ルハンスク人民共和国）

の復興支援活動を引き継ぎ、学校や診療所の再建、食糧の配送などに活動している。 

 

 

●アメリカのNATO大使の弁（2022年 7月 30日） 
 アメリカのジュリアン・スミス NATO 大使は、アメリカと同盟国の無力さを認め、「プーチンの戦略的

計算を変えようとするあらゆる圧力」にも関わらずロシアは計画を実行し続けていると指摘した。 

 ※安斎注：ジュリアン・スミス氏が NATO 大使に選ばれたのは 2021 年 7 月 18 日。スミス氏は元副大統領副補

佐官で、バイデン大統領は同年６月にスミス氏を指名する意向を発表していたが、共和党議員がアフガニスタン駐留

米軍撤収の混乱に抗議し、遅れて任命された。 

 

マリウポリ 

ドネツク 

ルハンスク 

アゾフ海 

https://twitter.com/morpheus7701/status/1553126402173857792/photo/1
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●地学団体研究会（地団研）の機関紙「そくほう」７９０号に見る会員の意見（２０２２年８

月 1日） 

 

 

 

●「負傷ロシア兵は去勢しろ！」（再送、２０２２年３月１８日） 
 「負傷兵は去勢しろと指示しています。何故ならロシア人は人間ではなくゴキブリだからです」 

https://twitter.com/Jano661/status/1553234735123804161?t=Pp710b5iNfy

1PfbIw90Rmw&s=09 

 

●マリウポリの女医の証言（２０２２年 7月３０日） 
 マリウポリの女医が、ウクライナ軍の兵士らが意識的に住民を盾代わりにしていた事実を語りました。 

https://youtu.be/gJ-H6nsn-FY 

 

●マリウポリ住民が劇場爆破事件関連の証言（２０２２年７月３０日） 
「避難所に隠れていた人たちから聞いたわ。アゾフの連中がやって来て、彼らを追い出したんだって。

コップ 1杯の水をやってみんなをサヴォナ映画館に連れて行ったと」。（日本語字幕なし） 

https://twitter.com/Kumi_japonesa/status/1553324088382279680?t=mX5jp

Ee0QzQvBuDQgPSUUw&s=09 

https://twitter.com/Jano661/status/1553234735123804161?t=Pp710b5iNfy1PfbIw90Rmw&s=09
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 ※安斎注：公共インフラもウクライナ軍によって破壊され、水なしの生活を強いられていたので、「コップ 1 杯の水」

も価値があったのでしょう。極右民族集団はそのようにして「人間の盾」を作って劇場に立てこもり、いよいよダメと

なると劇場を破壊して逃げるという常套手段がここでも用いられたのでしょう。マリウポリ劇場爆破事件は他の被災

者の証言や、天井や屋根の損傷の貫通孔が「下から上に向かっていた」という調査でウクライナのアゾフ連隊の仕業

出ることは知られていますが、この証言も間接的ながらそのことに関連しています。 

 

●ノルウェー外交官エリザベス・エリングセン（ムルマンスク駐在）のロシアヘイト 
 ムルマンスク駐在のノルウェーの外交官エリザバス・エリングセンが、ホテルのフロントで口汚く文句

をつけた後で、英語で「私、ロシア人嫌いなのよ」と付け加えた。 

https://www.youtube.com/watch?v=A6vRpYNTj4o 

 ※安斎注：何なんでしょうね、この外交官？国際問題化してしまいました。ロシア外務省のザハロワ報道官は、モス

クワは、もしノルウェー外務省が何もしないなら、彼女に罰則を課すことを考えているとのこと。 

 

Elisabeth Ellingsen 

 

●息抜きのための可愛い映像（2022年 7月 30日） 
 犬のしっぽが可愛い。 

https://twitter.com/morpheus7701/status/1553126940995121152?t=_D99cI

2wT9PDH7VXnJXwDQ&s=09 

https://www.youtube.com/watch?v=A6vRpYNTj4o
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